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 国の動き ～我が国において少子高齢化の進行と人口減少社会が到来～ 

○我が国では、少子高齢化の進行により、２００８年（平成２０年）をピークに総人口は減少 

○今後、人口減少を克服するためには、地方創生を成し遂げることが必要不可欠 

○地方創生に向けた取り組みとして、２０１４年（平成２６年）に閣議決定された「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」の中で、「連携中枢都市圏構想」のもと、広域連携の推推を明記 

（出典）2010年までは総務省「国勢調査」（年齢不詳人口を除く）、2014年は総務省「人口推計」（12月1日確定値）、2015年 
          以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」（出生中位・死亡中位推計） 

我が国の年齢区分別人口の推移と見通し 

「連携中枢都市圏構想」の目的 
 
地域において、相当の規模と中
核性を備える圏域の中心都市が
近隣の市町村と連携し、コンパ
クト化とネットワーク化により、
人口減少・少子高齢社会におい
ても一定の圏域人口を有し活力
ある社会経済を維持するための
拠点を形成するもの 
 
※総務省「連携中枢都市圏構想推進要綱」から引用 

地方創生に向けて、 
「連携中枢都市圏 
構想」のもと、広 
域連携を推進 
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 北九州都市圏域の動き ～少子高齢化・人口減少が進行～ 

○福岡県北東部に位置する北九州都市圏域１７市町は、一体的な経済圏・生活圏を形成し発展 

○しかし、急速な少子高齢化の進展に伴い、昭和６０年（１９８５年）をピークに圏域内総人口が減少 

○今後とも持続的に発展していくためには、圏域内の資源や機能の効率化を図り、広域による行政展開

のメリットを最大限引き出しながら、魅力ある圏域の形成と活性化を図ることが必要 

1,535 

1,396 

1,116 

少子高齢化も急速に進展 

北九州都市圏域区域図 北九州都市圏域の年齢区分別人口の推移と見通し 
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 北九州都市圏域の動き ～「連携中枢都市圏」を形成～ 

○北九州都市圏域において、平成２７年（２０１５年）１０月、北九州都市圏域１７市町は、 「北

九州都市圏域トップ会議」を設置し、「連携中枢都市圏」の形成に向けた協議を開始 

○また、北九州市が、平成27年（２０１５年）１２月、圏域全体の経済をけん引する意思を有する

こと等を明らかにするため、「連携中枢都市宣言」を実施 

平成２７年（２０１５年）１０月北九州都市圏域トップ会議 

平成２７年（２０１５年）１２月連携中枢都市宣言 5 
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 圏域の下水道事業の着手状況 

芦屋町 

岡垣町 
水巻町 

遠賀町 

中間市 

鞍手町 

直方市 

宮若市 

小竹町 

香春町 

苅田町 

行橋市 

みやこ町 
築上町 

上毛町 

豊前市 

北九州市 

１．単独公共下水道事業（８自治体） 
  行橋市、豊前市、芦屋町、岡垣町、 
  苅田町、みやこ町、築上町、北九州市 
 
 
２．流域関連公共下水道事業（７自治体） 
  直方市、中間市、宮若市、水巻町、 
  遠賀町、小竹町、鞍手町 
 
 
３．下水道事業未着手（２自治体） 
  香春町、上毛町 

○北九州都市圏域１７市町における下水道事業の着手状況は以下のとおり、単独公共実施８自治体、

流域関連実施７自治体、未着手２自治体 

○これまでも、例えば、北九州市では、中間市や苅田町の一部地域における下水処理事務の委託を

受託しているが、地方創生の趣旨ではなく、あくまで、地形的や地理的な要因によるもの 

北九州都市圏域における下水道事業の着手状況 6 
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 下水道事業を取り巻く環境 ～北九州都市圏域（自治体別）の人口推移～ 

合計 約１５０万人 約１４０万人 約１１０万人 昭和60年をピークに減少 更に減少の見通し 

○全体的に人口減少の見込み（2040年（約20年後）には人口約８割）であり、自治体別では、８割以上

の自治体が５自治体、７割以上８割未満の自治体が６自治体、７割未満の自治体が６自治体 

■自治体別の人口統計と予測（北九州都市圏域） 
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 下水道事業を取り巻く環境 ～下水道事業における職員数・有収水量の推計～ 

■下水道事業数と職員数の統計（全国ベース） 
8 

■水道有収水量の予測（全国ベース） 

○過去の統計によると、事業数（主に普及促進や浸水対策）は横ばいではあるが、全国の下水道事業に従

事する職員は約10年間（平成19～28年度）で約２割減少 

○今後の人口減少等を考慮すると、事業数は現状以上（老朽化対策が増加）、職員数は更なる減少が想定

される状況 

○また、今後、水道の有収水量の減少（2065年（約50年後）にはピークの約４割減少）が予測されてお

り、これに伴い下水道の有収水量・使用料収入の減少が想定される状況 
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 圏域汚水処理事業の概要 

単位：人

北九州市 971,795 970,257 99.8% 99.8% 969,477 - 313 - 39 281 147 1,538

直方市 57,794 34,586 59.8% 23.8% 13,727 1,722 - 3,117 - 13,397 2,623 23,208

行橋市 72,738 40,292 55.4% 17.8% 12,977 1,875 - - - 11,345 14,095 32,446

豊前市 26,740 17,265 64.6% 36.2% 9,683 570 - - - 2,454 4,558 9,475

中間市 43,485 39,364 90.5% 71.4% 31,038 - - 4,585 - 2,831 910 4,121

宮若市 29,084 11,757 40.4% 8.6% 2,513 - - - 856 5,317 3,071 17,327

芦屋町 14,542 14,430 99.2% 99.2% 14,428 - - - - - 2 112

水巻町 29,257 25,748 88.0% 79.5% 23,247 - - - - 985 1,516 3,509

岡垣町 32,371 32,248 99.6% 87.7% 28,374 1,375 457 - - 1,481 561 123

遠賀町 19,470 18,536 95.2% 60.4% 11,762 2,012 - - 76 1,491 3,195 934

小竹町 8,139 3,195 39.3% 4.7% 379 559 - - 486 1,460 311 4,944

鞍手町 16,862 10,048 59.6% 44.3% 7,463 - - - 467 1,058 1,060 6,814

香春町 11,729 7,242 61.7% 0.0% - - - - 5,877 1,166 199 4,487

苅田町 36,072 31,639 87.7% 44.8% 16,174 732 - - - 3,712 11,021 4,433

みやこ町 20,952 13,381 63.9% 7.6% 1,599 3,326 - - 841 6,837 778 7,571

上毛町 7,886 4,453 56.5% 0.0% - 1,010 - - 200 2,994 249 3,433

築上町 19,335 11,238 58.1% 19.9% 3,853 5,174 - - - 1,124 1,087 8,097

※平成26年度末 資料：下水道協会

行政
人口

市町村名

集合処理 個別処理

下水道 農排 漁排 コミプラ

市町村
整備
推進
事業等

下水道
普及率

未処理
浄化槽
設置
整備
事業

民間設置

汚水処理
人口
普及率

汚水処理
人口
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 処理場分布と処理場間の移動距離 

市町村名 処理場名 
処理能力 
（m3/日） 

北九州市 

皇后崎STP 177,000 

日明STP 263,000 

新町STP 64,000 

北湊STP 44,000 

曽根STP 73,000 

行橋市 行橋STP 10,500 

豊前市 豊前市STP 3,400 

芦屋町 芦屋町STP 9,840 

岡垣町 岡垣町STP 12,667 

苅田町 苅田町STP 5,400 

みやこ町 豊津STP 800 

築上町 
椎田STP 800 

築上STP 970 

● ● ●

築上
STP

椎田
STP

豊前市
STP

曽根
STP

苅田町
STP

●

●

行橋
STP

豊津
STP

●

●

●

岡垣町
STP

芦屋町
STP

北湊
STP

皇后崎
STP

日明
STP

新町
STP

●

● ● ●

●

14.1 km

26 分

7.2 km

23 分

10.8 km

28 分 15.0 km

24 分

11.3 km

29 分

23.8 km

40 分

17.1 km

31 分

8.3 km

20 分

13.7 km

29 分

11.8 km

26 分

4.4 km

8 分
8.4 km

19 分 6.8 km

14 分

10.1 km

19 分

7.4 km

26 分

10.5 km

30 分
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○東九州自動車道の開通により、交通の利便性が向上している。 
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 広域化・共同化の必要性指標（人：下水道職員人口変化率） 

○北九州都市圏域内自治体の下水道職員は、一部自治体を除き減少傾向にあり、今後下水道職員1人あたりの負荷 
 （業務量）が増大すると予想される。 
○人口減少に伴い有収水量も減少し、下水道使用料収入及び経費回収率の低下といった影響も懸念される。 

■下水道職員一人あたりの有収水量 ■下水道職員人口変化率(2012年／2003年) 

※下水道職員減少率=2012年下水道正職員数÷2003年下水道正職員数 ※下水道職員一人あたりの有収水量=有収水量÷下水道職員数 
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（２）北九州都市圏域 広域連携勉強会 

北九州市上下水道 

キャラクター スイッピー 
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○勉強会はこれまでに７回開催しており、近隣自治体が抱える下水道事業の課題や「処理場の統廃合」、

「処理場維持管理の共同化」、「事務の共同化」など、広域化した際の効果等について、検討を実施 
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 北九州都市圏域 下水道事業における広域連携勉強会 

勉強会 
（開催日） 

場所 参加人数 内容 

第1回 
(H28.12.8) 

北九州市 
上下水道局 

５０名  下水道法改正の概要や北九州都市圏域の広域化に向けた動きを周知 

第2回 
(H29.2.1) 

北九州市 
ＡＩＭ 

３３名 
 近隣自治体へのアンケート調査やグループディスカッションを行い、各自治体の現状

や課題を把握 

第3回 
(H29.3.10) 

岡垣町 ３６名 
 「処理場の統廃合」、「処理場維持管理の共同化」、「事務の共同化」など、連携方

策ごとに広域化の効果を検証 

第4回 
(H29.8.17) 

北九州市 
日明浄化ｾﾝﾀｰ 

２４名 

 「処理場維持管理の共同化」をテーマに検討を開始 
 処理場を有する7自治体※を対象として、個別にヒアリングを行い、処理場の維持管理

に関して、各自治体の抱える課題や要望を把握 
※ 処理場を有する7自治体 行橋市、豊前市、芦屋町、岡垣町、苅田町、みやこ町、築上町 

第5回 
(H30.3.29) 

北九州市 
ＡＩＭ 

２７名 
 検討テーマである「処理場維持管理の共同化」をテーマに、連携手法等の検討を行い、

課題等を抽出 

第6回 
(H30.10.29) 

北九州市 
日明浄化ｾﾝﾀｰ 

 
３７名 

 近隣自治体へアンケート調査や意見交換を行い、各自治体が抱える課題や広域化の
ニーズを改めて把握するとともに、今後の検討テーマを「排水設備業務」及び「水洗
化促進業務」に決定 

第7回 
(H31.2.22) 

北九州市 
ＡＩＭ 

 
３５名 

 「排水設備業務」及び「水洗化促進業務」に係るアンケートや個別ヒアリングを実施
し、広域連携に向けた検討を実施（今後、各自治体で異なる排水設備技術基準の統一
化などについて、引き続き、議論を実施する予定） 
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 勉強会開催の様子について 
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平成２８年度の取り組み 
（勉強会 第１～３回） 

北九州市上下水道 

キャラクター スイッピー 
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CITY OF KITAKYUSHU 
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 アンケート調査 （第1回勉強会後に実施） 

○事務事業のたな卸しアンケート（ＡＢＣ） 

○下水道事業のＳＷＯＴ分析（強み・弱み・機会・脅威） 
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図 棚卸しのイメージ
「下水道事業運営に関する基本的方向性について 平成25年9月

（下水道の事業運営のあり方に関する検討会）」

○事務業務の棚卸しアンケート（ＡＢＣ）
下水道職員の業務負荷を広域連携により軽減できるかを検討します。

アンケート調査へのご協力のお願い（ＡＢＣ）

24

 業務・活動別就業日数を把握するアンケート

【結果の使用目的】
今回のアンケート結果は、「北九州都市圏域の下水道の広域連携」の検討にのみ用い
ます。無記名式のアンケートです（個人が特定されることはございません）。

【記入要領】
①記入対象者は下水道職員全員です。
・年齢や下水道の経験年数を記入して下さい。（H27年度末現在）
・1年間の業務、活動を日単位で記入して下さい。
・今年度から下水道部局に来られた方は，本年度の毎月の実績をもとに，一年間の見込
みを記入してください。
②極力アンケート票の区分にしたがって記入してください。休暇日数にかかわらず年間
合計が240日（20日／月）になるようにして下さい。

③年間の業務活動内訳を考える際には、毎日あるいは毎週・毎月の業務活動内訳を思い
起こし、12か月分に換算して年間日数を設定して下さい。

④業務内容ごとの活動日数を把握するため、できるかぎり「全体」「その他」には記入
しないでください。

⑤各々の施設に係る業務比率を知る必要がありますので、合計が100％になるように、
概略の構成比も記入してください。この場合も、できるかぎり「全体」「その他」に
は記入しないでください。

アンケート調査へのご協力のお願い（ＡＢＣ）

25

アンケート調査へのご協力のお願い（ＳＷＯＴ）

○下水道事業のＳＷＯＴ分析（強み・弱み・機会・脅威）
下水道の弱み・脅威を広域連携により軽減できるか、また、強み・機会
を充実させることができるかを検討します。

26

 下水道のＳＷＯＴを把握するアンケート

【結果の使用目的】
今回のアンケート結果は、「北九州都市圏域の下水道の広域連携」の検討にのみ用い
ます。無記名式のアンケートです（個人が特定されることはございません）。

【記入要領】
①記入は市町村単位です。
②部局内で話し合い、各々の下水道がおかれている状況を分析し、該当項目にチェック
をしてください。

③項目が不足する場合は、「その他」にチェックし、具体的に記入してください。

アンケート調査へのご協力のお願い（ＳＷＯＴ）



北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

企画 
・総務系 

◇「事業経営の企画に関すること」は、それほど多くの人工は要していないものの人員不足感が
大きい。⇒ノウハウ補完が必要か？ 
◇「予算及び決算、財政計画に関すること」「経理に関すること」で人手を要しており、人員不
足感も大きい。⇒人的補完が必要か？（あるいは、仕訳で時間がかかる？） 

営業 
・窓口系 

◇「排水設備の調査、設備指導及び検査に関すること」「受益者負担金、負担金に関すること」
「窓口業務に関すること」「下水道使用料の調定、減免、滞納整理に関すること」の順で投入
人工が大きいが、このうち「排水設備」については人員不足感が生じていない。⇒滞納対策
（滞納整理）か？ 
◇「水洗化促進に関すること」は、投入人工が少ないが人員不足を感じている。 
⇒業務ニーズが高いが十分な取り組みを行えていない？ 

施設建設 
・管理系 
（計画） 

◇「公共下水道及び都市下水路事業の計画に関すること」は計画系業務では最も投入人工数が大
きく、人員不足も生じている。 
⇒ストマネをはじめ多種多様な計画の策定が求められていることが原因か？ 

（工務） 

◇「管きょの工事に関すること」に最も多くの人手を要しており、最も人員不足を感じている業
務内容でもある。書類・帳票・図面作成や、現場監督の業務負荷が大きくなっている。⇒業務
効率化・広域連携による負荷削減方法はあるか？ 
◇「ポンプ場工事」「処理場工事」は投入人工数が小さいが人員不足感が大きい。 
⇒ノウハウ補完が必要か？ 

（維持 
管理） 

◇「管きょの維持、管理、修繕に関すること」への投入人工数が多く、次いで「処理場維持管
理」「ポンプ場維持管理」の順に多い。特に「管きょ維持管理」で最も人員不足を感じている。
⇒管きょ：人的補完？、ポンプ場・処理場：ノウハウ補完？ 
◇これらのほか、「用地の管理」「台帳の調整」「維持管理計画」でも人員不足感がある。 

 ＡＢＣアンケート－－まとめと分析 

【人手不足】－－赤文字：６市町 黄文字：４市町 青文字：３市町 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

 ＳＷＯＴアンケート－－GISによる整理 

○弱み：職員が不足している ○弱み：整備率が低い 

○弱み：維持管理費が高い ○弱み：接続率が低い 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 
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 グループディスカッション 

 ◆ 概 要 

数ある事務事業のうちから、広域連携を検討すべき事務内容を抽出するとともに、実現に向けた課題
や対応策を議論した。 

 ◆ ディスカッションのテーマ 

  ① 処理場施設の広域化・統廃合 
  ② 処理場・ポンプ場・管きょの維持管理の共同化 
  ③ 庁内事務の共同化 
  ④ その他（自由討議） 

グループディスカッションの様子 



北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

 連携方法の抽出～効果の検証 

勉強会（開催日） 参加人数 内容 

第1回（H28.12.8） 50名 

①圏域市町の現況を把握 
 広域連携の背景やこれまでの動きなど、基本的な情報を圏域市町で
共有するととに、国土交通省が作成した「広域化・共同化に関する指
標」をもとに、圏域市町における下水道事業の現況を把握 

圏域市町へのアンケート（ＡＢＣ、ＳＷＯＴ） 

第2回（H29.2.1） 33名 

②連携方法ごとの課題を把握 
 圏域市町へのアンケートの調査結果を踏まえ、圏域市町と意見交換
を行いながら、「処理場の統廃合」、「処理場維持管理の共同化」、
「事務の共同化」など、連携方法ごとの課題を把握 

第3回（H29.3.10） 36名 
③広域連携の効果を検証 
 連携方法ごとに広域連携の効果を検証 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

平成２９年度の取り組み 
（勉強会 第４、５回） 

北九州市上下水道 

キャラクター スイッピー 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

 平成28年度勉強会の概要 ～抽出された連携案①～ 

1）処理場の統廃合、処理場維持管理の共同化 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

 平成28年度勉強会の概要 ～抽出された連携案②～ 

2）庁内事務 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

  平成29年度の検討内容 

①統廃合 

②維持管理 

③庁内事務 

◆検針業務などの経常的業務（営業系）において、スケールメリットが働き広域連携の効   
  果が期待できるが、すでに民間委託している市町も多く、直近ではニーズが少ないと考 

  えられる。 

◆「ストックマネジメント支援制度」による適正な維持管理の実施にあたり、下水道技術に
精通した職員がいないため、広域連携による技術ノウハウの補完のニーズは高いと考えられ
る。 

『維持管理の共同化』 

処理場 

“ストックマネジメント計画” 
を踏まえた点検・調査 

＜平成29年度の検討内容＞ 

◆新たに接続管渠やポンプ場などの施設を建設する必要があることから、広域連携する対象

が近接市町に限られる。 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

  処理場維持管理の共同化 ～圏域市町のニーズ想定～ 

地域の維持管理業者では担いきれない技術的な 
内容を北九州市が補完するスキームを想定する。 
⇒処理場を有する団体にヒアリング・補完性調査 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

 処理場維持管理の共同化 ～単独7団体へのヒアリングまとめ～ 

＜運転管理＞ 

【現状】いずれの市町においても「一般廃棄物処理業等」へ委託（随契） 

＜設備の点検・調査＞ 

【現状】◆運転管理も含め「一般廃棄物処理業等」へ委託（随契） 
    ◆機械設備・電気設備をそれぞれ別で民間業者へ委託（随契） 

【課題】地元一般廃棄物処理業者に配慮した委託⇒広域化に時間を要する 

【課題】◆下水道技術職員（機械・電気職）がいない 
    ⇒業務発注時における歩掛等の適正性の確認 
    ⇒点検・調査結果を受けた修繕・改築・更新の判断及び発注 
    ※供用開始が古い団体ほど補完ニーズが高まっている。 

＜設備の修繕・改築・更新の判断及び発注＞ 

【現状】◆点検・調査結果に基づき、職員（土木職または事務職）が判断・発注 

技術支援を 
求める声 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

   処理場維持管理の共同化 ～ニーズの整理～ 

＜ストックマネジメントの実施フロー＞ 
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Plan Do Check Action

③施設管理の目標設定
・事業の目標（アウトカム）の設定
・事業量の目標（アウトプット）の設定

④長期的な改築事業のシナリオ設定
・事業の目標（アウトカム）の設定
・事業量の目標（アウトプット）の設定

②リスク評価
・リスクの特定　　　　・被害規模（影響度）の検討
・発生確率の検討　　・リスク評価

①施設情報の収集・整理
・現状の把握　　・施設情報システムの構築、運用

住民及び関係機関への説明

⑤点検・調査計画の策定
　1）基本方針の策定
　　・頻度　・優先順位　・単位　・項目
　2）実施計画の策定
　　・対象施設　・実施時期
　　・点検・調査の方法　・概算費用

⑦修繕・改築計画の策定
　1）基本方針の策定
　　・診断・対策の必要性
　　・修繕・改築の優先順位
　2）実施計画の策定
　　・対策範囲
　　・長寿命化対策検討対象施設
　　・改築方法　・実施時期　・概算費用

⑥点検・調査の実施
・点検・調査の実施
・点検・調査情報の蓄積

⑧修繕・改築の実施
・修繕・改築の実施
・修繕・改築情報の蓄積・活用

⑨評価と見直し
・健全度・緊急度、対策実施率、状態把握等の目標と乖離チェック
・定期的な見直しによる精度向上

各単独市町の補完ニーズは低い

⇒「運転管理業務」に含まれている

各単独市町の補完ニーズは高い

・修繕、改築の実施判断

・発注価格の適正性の確保

⇒技術支援を求める声が多い

各単独市町の補完ニーズは高い



北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

  処理場維持管理の共同化 ～北九州市の実施状況①～ 

＜ストックマネジメントの実施フロー＞ 
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Plan Do Check Action

⑥点検・調査の実施
・点検・調査の実施
・点検・調査情報の蓄積

⑧修繕・改築の実施
・修繕・改築の実施
・修繕・改築情報の蓄積・活用

⑨評価と見直し
・健全度・緊急度、対策実施率、状態把握等の目標と乖離チェック
・定期的な見直しによる精度向上

住民及び関係機関への説明

①施設情報の収集・整理
・現状の把握　　・施設情報システムの構築、運用

②リスク評価
・リスクの特定　　　　・被害規模（影響度）の検討
・発生確率の検討　　・リスク評価

③施設管理の目標設定
・事業の目標（アウトカム）の設定
・事業量の目標（アウトプット）の設定

④長期的な改築事業のシナリオ設定
・事業の目標（アウトカム）の設定
・事業量の目標（アウトプット）の設定

⑤点検・調査計画の策定
　1）基本方針の策定
　　・頻度　・優先順位　・単位　・項目
　2）実施計画の策定
　　・対象施設　・実施時期
　　・点検・調査の方法　・概算費用

⑦修繕・改築計画の策定
　1）基本方針の策定
　　・診断・対策の必要性
　　・修繕・改築の優先順位
　2）実施計画の策定
　　・対策範囲
　　・長寿命化対策検討対象施設
　　・改築方法　・実施時期　・概算費用

【点検・調査／修繕・改築の一部】

ＫＷＳや民間（その他）に委託・

実施している

【計画策定の全般】

⇒北九州市が直接実施している

【評価・見直し】

⇒北九州市が直接実施している



北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

  処理場維持管理の共同化 ～北九州市の実施状況②～ 

＜北九州市における運転整備業務※の契約状況＞ 

※運転整備業務の内容 
 ①汚泥処理施設の運転（浄化センター）・各施設の点検・整備・簡易な部品交換・修理等、②し渣、スカム、汚水沈砂等の処理搬出、③場内清掃、整理整頓等、 
 ④水質試験補助（浄化センター）、⑤施設の保安業務 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

（２）処理場維持管理の共同化 ～実現に向けての課題～ 

＜処理場における広域連携の実現に向けた課題＞ 

 圏域において連携のニーズの高い業務と北九州市が連携可能な業務のマッチング
が必要              （役割分担や連携体制構築の検討が必要） 

 
 圏域においては「修繕・更新・改築の実施判断」や「発注価格の適正性の確保」など
の「計画や評価に係る業務」に対し技術補完のニーズが高い。 

 
 一方、北九州市においては、連携にあたり職員の人数を増員することは非現実であり、
ノウハウを有する第三セクターの北九州ウォーターサービス（KWS）を活用すること
を想定しているが、現状として、計画や評価に係る業務は市が直接実施しており、
「点検・調査の実施」や「修繕・改築の実施（簡易な部品交換・修理等）」をKWSに
委託・実施しており、圏域におけるニーズとマッチングしていない。 

 
 連携を実現するためには、双方の役割分担や北九州市における連携体制（KWS）の構
築を検討する必要がある。 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

（２）処理場維持管理の共同化 ～北九州市の実施状況③～ 

＜北九州ウォーターサービス（ＫＷＳ）＞ 

 (一財)北九州上下水道協会を母体として、北九州市及び民間企業6社の共同出資により平
成27年12月1日に設立された「公民共同企業体」（第三セクター）。 

 「市内事業」「広域事業」「海外事業」の３つの事業領域において上下水道事業の持続と
発展を支援している。 

 上下水道事業体単独では蓄積が困難になりつつある技術力を継続的に蓄積し、関係者間で
共有・発展させる「技術継承基盤」となることを目指している。 

 
31 



北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

（３）広域連携効果 

 各市町の下水道技術職員の負担軽減が図られる。 
 各市町がストックマネジメントを実施することにより、今後修繕・改築を迎える膨大な
ストックの適正管理につながり、処理場維持管理費の低減につながる。 

＜処理場維持管理の共同化における広域連携効果＞ 

北九州市（ＫＷＳ）の技術補完により・・・ 

企画・計画

・総括

書類審査

・承認

書類・図面

作成
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

平成３０年度の取り組み 
（勉強会 第６、７回） 

北九州市上下水道 

キャラクター スイッピー 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

 広域連携のニーズについて ～H30.10.17事前アンケート結果より～ 

34 

○アンケートの結果、広域連携を想定してい

る主な業務としては、 

  ①汚水・汚泥処理業務 

  ②処理場・管渠維持管理業務 

  ③排水設備業務・水洗化促進業務 

 など、幅広い分野にわたっている。 

 

○ただし、「①汚水・汚泥処理業務」は地域

が限定されること、「②処理場・管渠維持

管理業務」は昨年度の勉強会において検討

テーマに設定したことから、今年度の勉強

会では「③排水設備業務・水洗化促進業

務」を検討テーマとしたい。 

■連携想定時期を10年程度以内とした業務ごとの自治体数 
     （複数自治体が選択した業務に限る） 



北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

 
35 

◆職員が不足しており検査等の対応に苦慮 
◆自治体ごとに技術基準が異なることで、他自治体の技術基準で工事施工 
◆給水設備と排水設備の受付窓口が異なることで業者の手間が増加 

  「排水設備業務」等の広域連携に係るアンケート・ヒアリングのまとめ ① 

「排水設備業務」に係る主な課題 

◆職員が不足しており対応に苦慮 
◆水洗化促進業務を未実施 
◆高齢者等の経済的な事情により水洗化が困難 

「水洗化促進業務」に係る主な課題 

◆将来的な広域連携（外部委託）を想定すると、技術基準や書式の統一化は必要 
◆広域連携により外部委託すると新たな支出が増え、人件費（職員）が削減されることを懸念 
◆資格㈱KWSへ外部委託する場合、特命随契の理由付けや予算確保を懸念 
◆排水設備の検査に併せて受益者負担金の滞納状況も確認するため外部委託を躊躇          

「排水設備業務」及び「水洗化促進業務」の広域連携に向けた主な意見 



北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

 
【実例】                                     赤字：異なる内容 
  
 ＜北九州市の技術基準＞ 
 
  ・排水人口150人以上300人未満の場合 内径は150mm以上、勾配は1.5/100以上 
 
  ・排水人口300人以上600人未満の場合 内径は200mm以上、勾配は1.3/100以上 
 
  ・桝の内径15cm以上の円形又は角形 
 
 ＜他自治体の技術基準等＞ 
 
  ・排水人口150人以上300人未満の場合 内径は125mm以上、勾配は1.7/100以上8/100未満 （A自治体） 
 
  ・排水人口300人以上600人未満の場合 内径は200mm以上、勾配は1.2/100以上 （B自治体） 
 
  ・排水人口300人以上500人未満の場合 内径は150mm以上、勾配は1.5/100以上 （C自治体） 
 
  ・桝の内径200mmの円形 （D・E自治体） 
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 排水設備に係る技術基準の主な違い（北九州市の技術基準と比較） ～H31.1.21アンケート結果～ 

◆ 排水管の内径及び勾配、桝の内径等の構造 



北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 
苅田町における取り組みの背景等 

外部委託に至る背景 

 

平成３１年度から 
 「排水設備業務」及び「水洗化促進業務」を㈱KWSへ外部委託予定 

苅田町における業務効率化に向けた取り組み 

○苅田町の「排水設備業務」及び「水洗化促進業務」については、現在、職員２名

（再任用職員１名、正規職員１名）で対応 

○再任用職員１名が今年度末で離職することとなったが、現在の公共サービスの質を

維持するため、来年度から、外部への委託により対応する予定 

＜外部委託に向けた検討内容＞ 

 ○「排水設備業務」及び「水洗化促進業務」の委託先の選定 

 ○ ㈱KWSへの特命随契の理由付け 

   委託先については、建設コンサルタントや日本下水道事業団等も検討したが、 

  これら業務についての経験・ノウハウがないため、北九州市のOBが多く在席しており、 

  北九州市の業務を受託している㈱KWSを選定   
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

○給水設備申請の受付・審査・検査業務 

○排水設備申請の受付・審査・検査及び水洗化促進補助   

  苅田町が㈱KWSへ委託する業務内容 ① 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

（３）施設の統廃合に係る財政措置の課題 

北九州市上下水道 

キャラクター スイッピー 
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【概要】 
 A町とK市では、統廃合のための概略施設計画及びコスト検討を実施。 
 両市町の負担経費財源に関する制度等の精査を行った結果、A町が負担するK市
既存施設の減価償却費（未償還分）について、過疎対策事業債と同等の措置が行わ
れない場合、A町の実質負担が増加することが課題として抽出された。 

図 処理場統廃合に伴い発生する工事 

  処理場統廃合に係る財政措置の課題① 



北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 
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 処理場統廃合を実施した方が総事業費としては安価となるが、A町の実質負担が
増大する状況。 
 A町が負担する費用に対する財政措置のイコールフッティング※の必要性の検討。 

※A町が負担する費用に対して、どの程度まで財政措置がされれば、統廃合をしない場合の負担と同程度になるかを 
 検討すること。 

  処理場統廃合に係る財政措置の課題② 
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【検討内容】 
 K市の資本費（減価償却費＋建設利息）に対し、地方財政措置を適用したと仮定 

  処理場統廃合に係る財政措置の課題③ 

図. A町の負担 
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全体の事業費及びA町負担額も低減できることになる。 

低減 増加 
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（４）北九州圏域における 
      広域化・共同化計画の策定 

北九州市上下水道 

キャラクター スイッピー 
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北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

福岡県における広域化・共同化計画 
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都道府県構想 
 
広域化・共同化計画 
●連携項目（ハード・ソフト）/スケジュールを記載 
 
 
 
 
※令和４年度までに策定 

これまでの検討結果を踏まえ、 
北九州都市圏域の下水道事業における 
広域化・共同化計画の策定に取組 

◆短期的（５年程度）、中期的（１０年程度）な実施計画 
◆長期的な方針 



北九州市上下水道
キャラクター スイッピー

CITY OF KITAKYUSHU 

ご静聴ありがとうございました。 
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北九州市上下水道局下水道計画課 


